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勇気をもってつながろう
愛媛・中平　友惟
「友達になれないかもしれません。」
社会を明るくする運動の学習会の初めに、教頭先生が
　「暴力事件を起こした児童が転校して来ることになりました。みなさんは、友達として迎えることができますか。」
とたずねた。そのとき、Ａ君ただ一人がこう答えた。私はＡ君がそんな発言をすると思っていなかったので、すごく驚いた。みんなが、
　「友達になれると思います。」
と答える中で、たった一人違う意見を言うことは、とても勇気がいる。私も心の中で、
　「友達になれないかもしれないな。暴力をふるわれるかもしれないし。」
と思っていた。でも、結局、迷っている自分の意見を言うことはできなかった。５年生のＡ君が自分の意見を言えるのに、６年生の自分が勇気を出して意見を言うことができなかったことが、すごくはずかしかった。
　私は、人前で話すことがとても苦手だ。友達みたいに、自分の思ったことを上手に伝えられないからだ。でも、下学年が積極的に発言するのに、最高学年の自分がずっと黙ってばかりではいけないと思うようになった。
　そこで、私なりに「あいさつ」をがんばることにした。中浦小学校では、「あいさつ」の四文字を使って、「あ」かるく、「い」つも、「さ」きに、「つ」づけようをキャッチフレーズに、あいさつ運動に取り組んでいる。はずかしがり屋の自分でも、あいさつなら取り組めるかもしれないと思って、がんばってみることにした。勇気を出して前よりも大きな声を出してあいさつをすると、自分自身が明るくなったような気持ちになった。近所の人にも、普通にあいさつができるようになって、これまで以上に会話がはずむようになった。「あいさつは、人と人をつなぐ第一歩」と言われているが、あいさつを意識しただけで、自分自身も変われたし、周りの人ともつながることができ、話すことに少しずつ自信がもてるようになってきた。
　社会を明るくする運動のテーマは、「おかえり。」だ。学習会で上映された「クラスメート」は、暴力事件をおこした少年が保護施設から学校に戻ってきたとき、友達からよそよそしくされ、教室に居場所がなかった。そして、学校を休むようになり、元の不良仲間と付きあうようになっていった。そんな時、不良たちにいじめられているクラスメートを、少年が助けたことをきっかけに、２人の心がつながった。助けられたクラスメートは、勇気を出して、少年を学級に迎え入れようとみんなを説得した。
　映画の最後の場面は、学級に戻ってきた少年をみんなが笑顔と歓声で迎える場面だった。それは、少年に「おかえり」と、みんなが言っているようで、胸がいっぱいになった。「おかえり。」の言葉は、家に帰った家族を迎えるだけの言葉だけではなく、相手の存在をみとめ、あなたを丸ごと受け入れますよというメッセージでもあると思う。
　世の中には、いろいろな人がいる。特に、少年のような非行や犯罪から立ち直ろうとしている人は、自分の居場所や心のつながりを見つけづらいと思う。相手を知らないと、話しかけるのはとても勇気がいる。だから、まずは、勇気を出して「あいさつ」から始めて少しずつきょりを縮めていけばいいと思う。そうすればどんな人ともつながっていけるのではないだろうか。
　だから私は言いたい。勇気を出して自分を表現し、いろいろな人とつながっていこう。そして、だれもが心豊かで、幸せを感じられる社会にしたい。
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